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On the E旺ectsof the Exhaust System with Plain Pipe in a 
Crankcase-Compressed Two-Stroke Cycle Engine 
Norihiro Sawa 
Abstract 
It is generally known that the engine performance or the breathing capacity is largely governed 
by the blow-down wave in the exhaust pipe and the present author has reported already regarding 
the e妊ectsof blow-down in the air model engin巴.
Successively， in order to investigate systematically the influence of the variovs factors in the 
exhaust system with a plain pipe on the delivery ratio in a crankcase司compressedtwo-stroke cycle 
engine， he has determined the optimum condition of the blow-down effects by means of the imped-
ance theory. On the other hand， he has experimentally measured the amount of the breathing air 
changing the engine parameters and recorded some pressure diagrams for the exhaust pipe to ana-
lyze the exhaust process. Consequently， itis ascertained that the theoretical results agree fairly well 


























図 1 供誠機関 (E-50)
表-1 供誌機関諸元
機 関 E-50 I E-125 
シリンダ径×行程 (mm) 140同x39.8155世x52.5
行程体積 (cc) I 50 I 125 
クランク室体積(上死点)(cc) 1 161 452 
圧縮比 7:1 7:1 
{給気孔 600 70。
ポート !排気孔 67" I 69.30 
タイミング lJ:;1i _.)\~ FJ IJ VI 
1掃気孔 550 57" 
給気管内径 (mm) 1 13.8 o 1 21件
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とモビ~)レ SAE30 特との混合燃料 (20:1)である。排気管は20cm 塁
00 


























































Nrpm 4 x103 
函一7 (K-Ko)曲線













じるが，図 (a)，..(c)Le=17 cmでは，この第 1負圧波は比較的小さく，その周期も短かく，掃気
期聞に正負の波が同時に入り込む。従って掃気作用lこ余り影響せず，給気比の増加はほとんど
期待できない。 これに対し図 (d)，..(f)，Le = 52 cmでは排気吹出しも比較的大きく排気管効果
(K-Ko)も顕著となる。たとえば図 (d)，N=1790 rpmの場合，第 1負圧波がクランク室に入
った後も， なお掃・排気孔が開いているので再び排気ガスは逆流し， 掃気孔問時 (s.C.)のク
ランク室圧は逆に高くなり，排気吹出し効果は殆んど期待できない (K-K，。キ0，Kニ 58%)。し
かるに図 (e)，N=3190 rpmでは第 1負圧波がほぼ排気孔閉 (E.C.)まで継続し，充分に掃気を
行なうのでクランク室圧もイ尽く，この場合の (K一Ko)はN土 3200rpm附近で最大となってい
















































{}e 134。 139.40 
{}8 1100 114。。e*s 1120 116.70 
n 0.9 0.9 
n* 0.752 0.753 
イ旦し .d08c = 100 
える回転数を求め，これを各排気管長に対する曲線上にプロットするとA.印となる。すなわち





う。そ乙で排気孔開 (E.O.)から有効な掃気孔閉 (S.C.*)までの期間0:8 (以下有効掃排気期間






た。 いま掃排気期聞における排気吹出し圧力波の周期 (T)が仮に T=2πL:/aeで与えられる
ものとすれば，3/4周期と θ本期間との同調から排気吹出し効果の最適条件式は次の如く与え
られる。
ZeM(一ωμt=1ぬ一一一一- ae りM 3 360 (1 ) 
ここに ω: クランク角速度 (=2πN/60)， ae:掃排気管系の平均音速であり，Zeを排気
吹出し特性数， LZを等価管長と呼ぶ。なお掃・排気管系として図-14の如き模型を想定し，こ
れにインピーダンス理論を適用すると等価管長 (L~) の算出式として近似的に
cot (Le/L:) ニ fí7c十 (O~c 一時。).f//c/(品。ー θEO)}/(feL:) (2) 




















































(1) 排気管長 (Lc) 排気管長を変えた
図-6，図-9，図-11等の実験結果を排気吹出




気期間 d:8=1120 (但し de/2=6r，θ8/2=550， 
d仇=100) を用いて ZeM-を求めると Zdf士
0.415となり，実験値とかなりよく一致して
いる。また図-17下方に併記した機関 E-125
の場合も θ:8=116.70 (但し仇/2ニ 69.70，d8/2 
= 570， LIθ8 = 100) を用いた計算値 Ze_lf士 0.435
40 
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し」ー 一一一」OS 0.8 
図-22 町Ko~Ze 線図
580 沢 民日弘









(後述)について考慮する必要があろう。前者 (L~) は断面積 (fe) に逆比例して小さくなり，後
者 (ae)は僅かながら feiζ比例して大きくなる 1へ従って同調条件式(めから考えて，最大給
気比 (K-Ko)lUの回転数 (NM)は排気管断面積 (!e)に比例して高速側に移行することが予測さ
れる。かかる推論を確認すべく排気管径 (de)を変えて実験した。なお機関の構造上，排気孔直




























































図-28 (K一広0)曲線 図-29 オシログラム















L~ I ~ Iff-I NM tem ae I_~~~/::e |条件 HM I " I U  rpmj(mjs) 
(m) I I (rpm) I (oC) I (mjs) I xlO-1 
水冷 2370 270 442 0.537 
0.74 
保温 2500 335 465 0.538 
水冷 1670 224 420 0.398 
























ンダ上部を削ることによって一定 (ε ニ 7)にした。
従って，この場合，排気進め角はほぼ一定 (.dtJeキ120)
である。

























































られた場合には最適の Zムすなわち最適の排気管長 (Le)や機関回転数 (N)などの設定が可能
。*es 
同調条件の比較
1h i ZM l LM 






126 3050 0469 0.467 
0.61 。.65
130.5 3150 0.487 0.484 
126 2050 0.470 0.468 
1.11 0.94 

































N tpm 4 X 103 2 3 
図 35 給気比曲線(最適条件)
o Liニ 18cm， Le=3 cm G Li=18 cm，最適のん
@最適のん () Liニ 18cm，最適の Vk，Le 






















ゐ (=ωLt)48L一一 一一- ae ~ eJ ，lf 3 360 ( 1) 
(3) 排気吹出し特性数 (Ze) に含まれる等価管長 (L~) はクランク室平均容積 (Vk) ， シリン
夕、、容積 (vc)をも考慮した次の近似式から算出すれば充分である。
cot (Le/L~) = {Vc+(8ecー θeo)'Vk/(θむ -eEo)}/(feL~) (2) 
(4) 等価管長 (L~) に含まれる諸因子を変えた実験結果によると，いずれも排気吹出し特性
数 (Ze)で整理すると (K/Ko)Mは一定値乙でよく揃い，これら各因子の影響はすべて Lすな
わちLtでよく纏められる。なおこの Zeの値は (1)式による計算値 (Ze川ともよく一致する。
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